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VIMコネクタの概要
ETSI APIは、LCM操作の処理中に VIMコネクタを作成するか、既存のコネクタを使用しま
す。

NFVOからの付与応答または LCM操作要求は、新しい VimConnectionInfoを VnfInstanceに提
供します。LCM操作の処理中に、ETSIは新しい VimConnectionInfoを ESCの VIMコネクタと
同期します。

VnfInstanceに同じ IDを持つ既存の VimConnectionInfoがない場合、VimConnectionInfoは新規
です。 LCM要求の一部として任意の VnfInstanceに保存されている既存の VimConnectionInfo
IDと一致する、指定された VimConnectionInfoは、既存のコネクタを使用し、新しい要求で送
信された変更を無視します。

ESCは、一致するVIMコネクタが使用できない場合にのみ、新しいVIMコネクタを作成しま
す。

ETSI APIでは、VNF情報の変更操作により、既存の VimConnectionInfo、および関連付けられ
た VIMコネクタのみを更新できます。

NFVOからの付与は、各リソースの vimConnectionIdを指定します。この値は、各リソースの
ロケータを作成するための VimConnectionInfo、および関連付けられた VIMコネクタを識別し
ます。VIM固有の VimConnectionInfo.accessInfoプロパティは、ロケータの追加プロパティとし
て設定されます。

OpenStackの VimConnectionInfoの例：

{
,
"vimType": "OPENSTACK_V3",
"interfaceInfo": {
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"endpoint": "https://10.18.54.42:13001/v3/"
},
"accessInfo": {
"username": "admin",
"password": "bmkQJtyDrbPFnJT8ENdZw2Maw",
"project": "cbamnso",
"projectDomain": "Default",
"userDomain": "Default",
"vim_project": "cbamnso"

}
}

VMware Cloud Directorの VimConnectionInfoの例：

{
,
"vimType": "VMWARE_VCD",
"interfaceInfo": {
"endpoint": "https://10.85.103.150"

},
"accessInfo": {
"username": "admin@cisco",
"password": "bmkQJtyDrbPFnJT8ENdZw2Maw",
"vim_project": "cbamnso",
"vim_vdc": "vdc1"

}
}

VMware vCenterの VimConnectionInfoの例：
{

"vimType": "VMWARE_VSPHERE",
"interfaceInfo": {
"endpoint": "https://10.85.103.21"

},
"accessInfo": {
"username": "admin@vsphere.local",
"password": "bmkQJtyDrbPFnJT8ENdZw2Maw",
"vim_project": "cbamnso",
"vim_vdc": "vdc1"

}
}

VIMコネクタのステータスおよび SNMPトラップ通知については、『Cisco Elastic Services
Controller Administration Guide』を参照してください。

新しい VIMコネクタの作成
ETSI LCMの操作中、ESCは各 VimConnectionInfoを既存の VIMコネクタレコードと照合しま
す。既存の VIMコネクタが使用できない場合、ESCは新しい VIMコネクタを作成します。

VimConnectionInfo.vimIdが指定されている場合、この値は新しい VIMコネクタの IDとして使
用されます。VimConnectionInfo.vimIdが指定されていない場合、新しい VIMコネクタの IDが
生成され、この値も VimConnectionInfo.vimIdとして設定されます。

既存の VIMコネクタを使用するには、既存の VIMコネクタの使用（3ページ）を参照して
ください。
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新しい VIMコネクタの作成

https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/elastic-services-controller-esc/products-maintenance-guides-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/elastic-services-controller-esc/products-maintenance-guides-list.html


さまざまなタイプの多くのVIMへのVIMコネクタは、ESCの単一インスタンスでサポートさ
れます。

既存の VIMコネクタの使用
ETSI LCM操作中、ESCは、VnfInstanceに保存された、一致する IDを持つ既存の
vimConnectionInfoを確認します。

既存の VIMコネクタは次によって検出されます。

• VimConnectionInfo.vimId（指定されている場合）を VIMコネクタの IDと照合します。

• VimConnectionInfoの VIM固有のプロパティを VIMコネクタと照合します。

• OpenStack

• vimType

• interfaceInfo.endpoint

• accessInfo.project

• VMware Cloud Directorまたは vCenter

• vimType

• interfaceInfo.endpoint

一致する VIMコネクタが見つかり、VimConnectionInfo.vimIdが設定されていない場合、
VimConnectionInfo.vimIdが VIMコネクタの IDに設定されます。

NFVOがVimConnectionInfoに accessInfoを提供して、接続プロパティの一部を指定する場合、
次のキーを使用して VIMコネクタを設定します。

vCenterCloud DirectorOpenStackaccessInfoプロパティ

対応対応対応username

対応対応対応パスワード

対応project

対応対応対応vim_project

対応projectDomain

対応userDomain

対応対応vim_vdc
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ETSIの仕様では、accessInfo属性の一部として使用するキーを指定していません。統合しやす
くするため、NFVOが異なるキーを使用する場合、プロパティファイルを使用して、サード
パーティキーから ESCが理解できるキーへのマッピングを指定できます。

mapping.vimConnectionInfo.accessInfo.username
mapping.vimConnectionInfo.accessInfo.password
mapping.vimConnectionInfo.accessInfo.project
mapping.vimConnectionInfo.accessInfo.projectDomain
mapping.vimConnectionInfo.accessInfo.userDomain
mapping.vimConnectionInfo.accessInfo.vim_project
mapping.vimConnectionInfo.accessInfo.vim_vdc

新しい VIMコネクタを作成するには、新しい VIMコネクタの作成（2ページ）を参照して
ください。

VIMコネクタの更新
ETSI APIは、仮想ネットワーク機能の変更操作を介して、既存の VimConnectionInfoと関連付
けられたVIMコネクタを更新します。変更要求ペイロードのVimConnectionInfoは、VnfInstance
に保存されている既存の VimConnectionInfoと比較されます。

一致する IDを持つ VnfInstanceに保存されている既存の VimConnectionInfoが見つからない場
合は、この VimConnectionInfoが VnfInstanceに追加されます。

一致する IDを持つ VnfInstanceに保存されている既存の VimConnectionInfoが見つかった場合
は、その VimConnectionInfoが更新されます。VimConnectionInfoが変更され、それに関連付け
られた VIMコネクタがある場合、その VIMコネクタも更新されます。

新しい VIMコネクタを作成するには、新しい VIMコネクタの作成（2ページ）を参照して
ください。
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Cisco-Elastic-Services-Controller-ETSI-User-Guide-5-8_chapter5.pdf#nameddest=unique_20


翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


